
（別紙３）

～ R8年１月31日

（対象者数） 57 （回答者数） 47

～ R8年１月31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別のケース検討をする機会が少ないため、計画
的に行いたい。
子どもの発達を学ぶことで遊びや活動の狙いをさ
らに深め、レパートリーを増やしていきたい。

2 他の事業所の見学や研修等を重ねながら、より良
いものにしていきたい。

3

HPやSNSなどを活用した情報発信。
個別支援計画等の作成における知識とスキル向
上。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

つうしん等での発信や保護者懇談会等で伝えてい
く。
各種マニュアルの定期的な見直しを行い、マニュ
アルを基にした訓練を継続していく。

2 研修等へ参加し、事業所として学んでいく。

3 時間調整を含めて、検討をしていく。

小集団での療育活動を展開している。大人との関係
作り→友だちとの関係作り→小さな集団で遊びや気
持ちを共有する体験ができることを大切にしてい
る。
巧技台等で体を使った遊びや地域の公園でダイナ
ミックな遊びを展開し、遊べる体つくりを応援して
いる。

活動の内容や目的、準備について会議日を設け、な
るべく多くの職員で共有している。
研修や講演会等へ積極的に参加することで刺激をも
らい自事業所に活かしている。

単独通園のクラスも概ね月1回、親子の日を設け、
すてっぷでの姿やスタッフの関りを見てもらい子ど
もの姿を共有するようにしている。

直接、保護者に見てもらい参加してもらうことで事
業所の透明化となり、スタッフも緊張感と責任感、
専門性を意識できる。

連絡帳、公式LINE、親子の日での保護者懇談会、
個別懇談などを通して、保護者とコミュニケーショ
ンを大切にしていること。

懇談会や個別懇談、つうしんの発行などを通して、
保護者と子どもの理解に努めている。

家族支援、きょうだい向けのイベントの開催につい
て

ほぼ毎月、保護者懇談会は開催をしているが、兄弟
交流については、年に1度の園外療育時に参加をし
て頂くに留まっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルの策定や非常災害を想定した定期的
な避難訓練等の情報発信について。

各種マニュアルを策定し、定期的な避難訓練を実施
したりしているが、定期的な見直しと情報発信につ
いては改善が必要と感じている。

ペアレントトレーニングについて。
保護者懇談会、就学説明会は毎年、行っているが、
ペアレントトレーニングはまだ未実施である。

R8年１月５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年２月５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援すてっぷ

○保護者評価実施期間
R8年１月５日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

児童発達支援すてっぷ
公表日 R８年　３月　５日

利用児童数 57 回収数 47

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 44 2 1

・子どもの人数が多いと十分ではないか
も知れないが、その分注意をしながら対
応してくれている。
・子どもが満足をして帰ってくるので、
充分楽しめていると思う。
・丁度よく目の届く範囲で良いと思う。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 46 1

・子ども達に手厚くサポートできる人数
と感じている。
・とても手厚いと思う。
・とても手厚く接して下さり、ありがた
く思っている。
・子どもの約半数の先生が居るので安心
できる。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

45 1 1
・ワンフロアーなので、ご飯を食べて即
歯磨きの導線がスムーズで驚いた。
・玄関もバリアフリーで良いと思う。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
45 1 1 ・清潔にしている。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
46 1

・子どもの性格、特性に合わせて対応し
ていると感じている。
・子どものペースに合わせて寄り添って
くれている。
・子どもの良い面をいち早く気づいて認
めてくれたのが嬉しかった。
・どの先生に聞いてもきちんとした返答
がある。
・子どもに寄り添ってもらえて私自身学
ばせてもらっている。
・専門性のある接し方をしている。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
44 1 2

・認識不足なのかも知れないが、支援プ
ログラムが公表されているのかわかって
いません。
・合っていると思う。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

47 ・いつも丁寧に教えてくれ、作成もされ
ている。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

46 1 ・具体的に設定されている。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 47 ・行われていると思う。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
47

・イベントなどもあり子どもも楽しみに
通っている。
・いろんな活動に子どもも楽しそうにし
ている。
・季節イベントも上手く取り込み考えて
くれている。
・飽きる前にプログラムを変えてくれて
いる。いろいろな体験ができてありがた
い。
・毎月様々な活動が設定されている。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
23 5 4 15

・こども園や支援センターで接する機会
が多い。
・交流がなくても今のままで満足してい
る。
・他の施設などとの交流はしていないと
思うが、それでも良いと思う。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
47 ・一枚一枚丁寧に説明があった。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 47 ・計画書を見せながら丁寧に説明があっ
た。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

41 1 2 3 ・毎月、親子療育があり、そこで相談を
して話が出来る時間がある。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
46 1

・辛い時に的確なアドバイスをもらえて
助かっている。
・連絡帳があり、その日の出来事を知る
ことが出来るのでありがたい。

適

切

な

支

援

の

提

供

日々の振り返りを元に、毎月、会議を設
け、活動プログラムを立てています。今
後も、スタッフ全体で活動の狙い・意図
をシェアしていきます。また、お便り等
でもお伝えできればと考えています。

併行通園のお子さんが大半ですので、現
状では考えていません。

保

護

者

へ

の

説

明

等

ご相談がある際は、職員が対応させてい
ただいていますが、ペアレントトレーニ
ングとしては行っておりません。

連絡帳を活用し、日々の様子をお伝えし
ています。保護者の方からの連絡や相談
等の発信が少しでもしやすいように公式
LINEも活用しています。
保護者の方のお気持ちに沿えるよう、今
後もいろいろなお話をしていけたらと思
います。
毎月行っている親子の日では、日々の様
子をみていただくだけでなく、保護者同
士で話ができる時間も設けています。
兄弟同士の交流機会については、まだ開
催できていないので、検討をしていきま
す。

保護者の方からも情報をいただき、子ど
もの状況を見て、課題ややりたいことは
何かを理解したうえで関わりを持つよう
に心掛けています。

利用開始前に、保護者の方からお話を伺
い、また、お子さんの様子を確認した上
で、計画作成を行っています。
その際、ガイドラインを参考とした計画
作成をしています。
支援・活動については、併行通園のお子
さんが大半という状況を考慮した内容と
なっています。

利用開始前の説明会・契約の際に、説明
をさせていただいています。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

基準は満たしていますが、屋内や園庭の
広さには限りがあります。工夫しながら
対応していきます。

職員配置は基準を満たしています。今後
も研修等へ積極的に参加していくなど質
の向上に努めていきます。

危険と思われる箇所については引き続き
修繕や工夫をしていきます。

環

境

・

体

制

整

備

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 47

・送迎時にどの先生に尋ねても丁寧に聞
いて頂ける。
・面談以外でも相談等にすぐ対応してく
れ助かっている。
・個人懇談があり、しっかり先生と話が
出来る時間がある。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 46 1
・支援して頂けていると感じている。
・小さな相談でも真剣に聞いてくれ良い
環境と思っている。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

47

・参観やイベントに小さな兄弟も良い雰
囲気で参加させてもらっている。
・保護者同士で交流できることも精神的
にありがたい。
・寄り添ってくれるので、いつもありが
たく思っている。
・兄弟を参加させたいと思っているがタ
イミングが合わない。
・特別に兄弟への取り組みは行われてい
ないと思う。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

47 ・適切に対応してくれる体制になってい
ると感じている。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
46 1

・子どもが着替えて帰って来たことがあ
り、なぜそうなったのかを知りたかっ
た。
・LINEなどで連絡がとりやすいので良
いと思っている。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

41 1 5

・毎月プリントでお知らせしてくれ、様
子が知れてありがたい。
・LINEしか追えていないが、LINEが便
利で助かっている。
・定期的に通信を作成してくれるので、
子どもと一緒に見ている。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 47 ・されていると思う。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

41 1 5
・この間の地震の際もすぐに連絡があ
り、安心して待つことが出来た。
・初めに丁寧に説明があった。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
36 1 10 ・避難訓練など定期的に行われている。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
43 1 3 ・先生の人数がしっかり確保されている

ので、その面も安心できる。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
42 5

・怪我も事故もなかった。
・小さな怪我は分からないこともある
が、しっかり説明がある。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 47

・毎週楽しみに通っているので、子ども
にとって安心できる場所なんだと感じて
いる。
・とても楽しみにしており、大切な居場
所になっている。
・いつも楽しそうに「〇〇先生と遊ん
だ」と教えてくれる。
・すてっぷが大好き。
・とても安心感をもって通所している。
・毎回「楽しかった」と帰ってくるの
で、ありがたい。
・とても安心して、いつも笑顔で通所し
ている。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 47

・活動カレンダーを見て何をするのか確
認をして、ワクワクしながら通ってい
る。
・家でやるには限界がある。悩みを共有
できる場なので親も助かっている。
・毎日「今日すてっぷ」と言うほど楽し
みにしている。
・すてっぷが大好き。
・毎週すてっぷに行くのを楽しみにして
いる。
・通所を楽しみにしている。
・子ども自身が楽しみに行けていること
が、何より嬉しい。
・こども園より好きなようで、楽しみに
している。
・いつも行くのを楽しみにしている。
・とても楽しく通所している。・すてっ
ぷに行くのか、何度も確認をしてくるく
らい楽しみにしているので嬉しい。

ご相談がありましたら、なるべく早く対
応できるようにしております。管理者、
児童発達支援管理責任者、クラス担当が
対応させていただきますが、どの職員で
もご相談に対応できるよう、情報共有を
図ってまいります。小さな出来事や怪我
などについても、直接説明や連絡帳、
LINEなども活用して報告するように努め
ます。

消火器及び火災報知機の点検は定期的に
実施しておりますが、マニュアルについ
ては利用開始前に、書面にて説明をさせ
て頂ています。
感染症の予防については、日常的に衛生
管理を行っております。引き続き、対応
をしてまいります。
災害時を想定した避難訓練は、現在、単
独ｸﾗｽのみ行っています。
「つうしん」等でお伝えしています。今
後も継続して訓練等を行い、保護者の皆
さんにもお伝えしていきます。

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

連絡帳を活用し、日々の様子をお伝えし
ています。保護者の方からの連絡や相談
等の発信が少しでもしやすいように公式
LINEも活用しています。
保護者の方のお気持ちに沿えるよう、今
後もいろいろなお話をしていけたらと思
います。
毎月行っている親子の日では、日々の様
子をみていただくだけでなく、保護者同
士で話ができる時間も設けています。
兄弟同士の交流機会については、まだ開
催できていないので、検討をしていきま
す。

満

足

度

奇数月に「つうしん」という名の会報を
準備し、活動内容や行事についてお伝え
をしています。
自己評価の結果については、ホームペー
ジに記載しています。

個人情報の取り扱いについては、利用開
始前に確認・同意を頂いております。
ホームページや広報誌へ写真を載せる場
合、改めて保護者様に確認した上で掲載
しています。

危険個所への対策をおこなった上で、職
員人数及び配置を考えて、今後も子ども
の安全を確保するよう努めてまいりま
す。

保護者の皆さんにとって安心してお子さ
んを預けていただける事業所を目指すと
共に、子ども自身が生活の主人公として
自分に手応えを感じられるように今後も
努力してまいります。「楽しかった」
「また行きたい」と、子どもの気持ちが
前向きになるように、今後も支援の充実
を図っていきます。

事故はもちろんのこと、怪我が大きい小
さいに関わらず、直接またはTELなどで
出来るだけその日のうちに経緯をを含め
てお伝えするように努めます。



29 事業所の支援に満足していますか。 47

・親子ともども手厚いサポートをして頂
いている。
・大変満足をしている。
・親子ともにサポートして頂き支えに
なっている。
・保護者のことも気にかけて下さり、親
子ともに満足している。
・辛いことなど話せる場所があることに
感謝している。
・子どもにとって「合う合わない」が分
かっていなかったが、すてっぷは合って
いるんだなと感じている。
・いつも笑顔で明るく接してくれている
ので満足している。

満

足

度

保護者の皆さんにとって安心してお子さ
んを預けていただける事業所を目指すと
共に、子ども自身が生活の主人公として
自分に手応えを感じられるように今後も
努力してまいります。「楽しかった」
「また行きたい」と、子どもの気持ちが
前向きになるように、今後も支援の充実
を図っていきます。



（別紙５）

児童発達支援すてっぷ
公表日 R8年　3月　5日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6 2
パーテーションで仕切り、空間分けをしてい
る。状況によっては、園庭なども利用してス
ペースを広げる。

クールダウン専用スペースがあるとよい。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
7 1

翌月の勤務及び公休希望時に管理職が強要す
ることなく、職員それぞれが配慮している。
特にパート職員の協力に助けられている。

送迎や対応が困難な子もいるので、増員して

欲しい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

8 ワンフロアーのため、パーテーションなどを
活用して対応をしている。

ワンフロアーのため、音や声が響く。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
8

・利用開始前と終了後に、次亜塩素酸ナトリウムを用い
て清掃をしている。
・活動に応じてパーテーションなどで空間分けをしてい
る。
・換気窓を開閉して空気の入替をしている。

ガラス面が多く夏場など光が入り過ぎるとこ
ろがある。→換気や空調で調整をしている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
7 1 状況によって個別対応をおこなっている。個

別空間を設置したり園庭を活用している。
職員室兼クールダウン部屋のため、刺激とな
る物が置いてある。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
8

・個々の職員とは半期ごとに行っている。
・日々の小さな気付きは毎日の振り返りで
行っている。
・業務全体の検討やケースの検討等は職員会
議の際に行い、なるべく全員が参加できるよ
うにしている。

日々の振り返りにしても、職員会議にしても
その場に参加できていない職員に対して細や
かな伝達を心掛けていく。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
8 法人のホームページで公開している。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
7 1

・毎日の振り返りの際に意見を出し合ってい
る。
・職員会議でも話し合いをおこない、業務改
善に努めている。

若い職員が、もっと気軽に意見を出せる環境
が必要。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
6 2 課題に対して適任者を招き、アドバイスを頂

いている。
次年度から法人として事業者が順次行ってい
く。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
8

・オンラインの研修を含め参加をしている。
地域の児童発達支援センター主催の研修会等
へは極力参加している。
・新版K式発達検査の講習参加など、今後も
職員の資質向上のため、研修参加を促す。
・研修受講の指示もあるが、自主参加研修に
たいしても配慮されている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 8

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

8

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

8
日々の子どもの姿を全職員が報告をし、記録
として残している。その記録を活用した上で
意見を出し合い検討をしている。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
8 行っている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

8

新版K式発達検査2020を実施。日々スタッ
フ全体で振り返りを行い、支援に反映をして
いる。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

8

・「発達支援」として、子どもの発達に応じた活
動や遊びの計画を立て実施。発達検査、知能検査
を行い、保護者と一緒に子どもの理解を深めてい
る。また、就学に際して具体的な助言を行ってい
る。
・「家族支援」として、子どもの相談支援に加
え、兄弟児への相談や支援（親子教室へ一緒に参
加）、緊急の送迎援助等、個々の状況に応じてを
行っている。
・「地域支援・地域連携」として、保幼等や学校
との連携、事業所や保健師等と連携を行い、子ど
もや家族の支援を行っている。
以上のことを計画に盛り込み、計画やモニタリン
グでの懇談時に説明している。

日々の活動の中で、子どもの姿を確認してい
る。また、保護者より聞き取り等をした上で
計画作成を行っている。半期ごとにモニタリ
ングを行い、計画の変更をしている。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 8

・毎月１回、活動プログラムを立てる会議を
行っている。加えて、より実践的な内容へと
落とし込むための会議も毎月行い、相互理解
を深めている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 8

・定番の活動もあるが、グループの様子を確
認し、その都度変化を入れながらプログラム
を提供してる。
・研修や他事業所の見学を通して、新たな活
動や修正を行っている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
8

・個々人へ焦点をあてつつも、集団活動を意
識したものとしている。また、日々の振り返
りや会議で出た意見を活動・計画へ反映でき
るようにしている。
・同じ活動でもクラスや子どもの姿に応じて
調整している。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

8
毎朝の朝礼の際に事務連絡・利用児の確認・
活動内容・職員の役割などを確認。また、終
礼時にも翌日の確認を行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
8

毎日、支援終了後に必ず振り返りの時間を取
り、職員間で共有している。また、記録を取
り休みの職員も確認をしている。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
8

支援終了後の振り返りは記録を取りながら
行っている。支援の検証・改善へつなげてい
る。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
8

半期に一度、定期的に見直しを行っている。
職員間でケースの振り返りや支援のポイント
を確認している。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7 1

ほぼ全員がセルフプランとなっている。必要
な連携（こ発、所属園、保健師など）は適宜
行っている。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
8

体制を整え必要に応じて連携をおこなってい
る。現在、医療的ケアを必要とするお子さん
の支援は行っていない。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

8

連携が必要なケースについては、情報共有を
主とした連携を行っている。了解が得られた
園には直接訪問して子どもの様子を確認し、
支援の在り方を一緒に検討をしている。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
7 1

保護者から希望があった際や、必要と感じた
場合は積極的に連携を行っている。放課後等
デイサービスや相談支援事業所と共同して連
携を行っている。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
4 4

併行通園のお子さんが大半ということもあ
り、特別な試みは行っていない。地域の公園
等へ出かけることも多く、地域のこどもたち
と交流する機会は多い。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
8

・連絡帳を用いて日々の様子は伝えあってい
る。また、必要に応じて電話連絡や面談等を
行い、一緒に考える機会を大切にしている。
・発達検査や知能検査を行い、保護者とも共
通理解を深めていけるようにしている。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

8

・毎月、保護者懇談の場を設けており、大切
だと思える関わり方についてお伝えしてい
る。
・必要に応じて個別に話しをする場を設けて
いる。
・行政から案内をされるペアレントメンター
の案内等を配布している。

31 8

・児童発達支援センター主催の研修会等には積極
的に参加している。必要に応じて、ケースの相談
をし、助言を受けることもある。
・事業所間の連携も行っており、子どもの共通理
解に役立っている。
・広島県東部地域の事業所が集まった協議会があ
り参加している。児童発達支援センターが主と
なって運営しており、役員会や研修にも参加し、
密な連携を行っている。また、市内の児童発達支
援事業所の協議会もあり、こちらにも参加するこ
とで情報共有を行い、積極的に研修参加もしてい
る。
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35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
8

利用開始前の契約説明会で伝えている。年度
途中から利用の方についても、契約時に書面
に沿った説明を行っている。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

8
毎年、5～6月、10～11月、2～3月に個別
懇談の時間を設けている。ガイドラインを参
考に個別支援計画の作成をしている。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
8 個別懇談を行い支援内容の説明をおこなった

後に保護者から同意を頂いている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
8

送り迎えに来られた際のお話や、連絡帳の内
容等から必要と感じた際に助言等を行ってい
る。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

8
ほぼ毎月、クラス懇談会をしている。懇談会
や親子行事ではきょうだい児も多く参加して
いただき、一緒に楽しんでもらっている。

きょうだい同士で交流する機会は設けていな
いが、既存の行事等を通した交流は今後も検
討したい。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

8

・連絡帳を用いて、日々の様子や保護者の気
持ちを書いていただいている。必要に応じて
保護者と連絡を取り、相談に応じている。
・公式LINEを活用し、連絡網の整備だけでな
く、保護者から悩みや相談を受けやすくして
いる。タイムリーな対応ができるよう心掛け
ている。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

8

・隔月に「つうしん」という名の会報をクラスご
とに作成し、活動報告を行っている。また、必要
な情報等があれば号外を出している。
・専用のLINEグループをつくっており、こまめに
情報提供をおこなっている。個別でもやり取りを
出来るようにしている。
・月末には翌月の活動スケジュールもお渡しして
いる。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 8

・個人情報は事業所から持ち出さないことと
なっている。
・利用開始前に、個人情報同意書の説明を行
い、確認・著名を頂いている（控えを保護者
も所持）。法人のホームページや広報誌に写
真を掲載する場合は、再度、保護者に確認を
取っている。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
8

・子どもに対しては、例えば目で見て分かる
ような配慮・工夫を行っている。
・保護者に対しては、LINEを活用してこまめ
に伝達をしている。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
5 3

・法人として地域行事への参加を含め、法人
が企画した行事等へ参加していただいてい
る。

法人単位での行事を複数行っているため、事
業所単位で行う予定はない。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

8
・各種マニュアルの簡易版を作成しており、利用
開始前にご説明し、書面をお渡ししている。
・単独クラスは退避訓練をそれぞれ行っている。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
8 ・業務継続計画は作成しており、訓練もおこ

なっている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
8 ・利用開始前に確認をしている（フェイス

シートへ記載してもらっている）。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
8 同上

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
8 計画は作成している。訓練については定期的

におこなっており、点検もおこなっている。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
8 ・ご家族への周知については、ご利用開始前

に書面にて説明をしている。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
8

・法人規定のヒヤリハット報告書があり、活
用している。事業所内のみではなく、法人全
体の事案についても検討している。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
8

・法人内には虐待防止委員会を設置してお
り、法人内で確認、共有出来るようになって
いる。毎年、法人主催の研修会に参加し、虐
待防止・権利擁護・身体拘束について学習を
深めている。外部の研修へも参加するように
している。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

5 3

・計画へ記載はしていないが、契約書・重要
事項へ記載し説明を行っている。
・虐待防止の研修と共に身体拘束についての
研修も受けている。
・身体拘束を行うケースはないものの、虐待
防止の研修を行うことで理解を深めていく。
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